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「温泉」は、世界の中で競争優位
となる日本の文化です。家族や仲
間と温泉地で、疲れた体を癒し、
温め、整える。そこに、地域なら
ではの食の魅力や、地域性を感じ
るプログラムを体験できると、さら
に素晴らしい時間を過ごすことが
できると思います。日本人の満足
度をさらに高める為に、または回
復する訪日外国人を意識した際に、
これからの日本の温泉文化はどう
進化していくべきかを考えます。こ
の問いに、２大温泉地が可能性を
感じさせてくれています。資源と歴
史を現代に融合した町づくりや観
光DXと官民連携でのブランド力強
化です。世界に誇る温泉リゾート文
化を創っていきたいですね。
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未来に繋がる「ありたい姿」「目指すべき姿」を地域の皆様と共に作り上げること、
それが私たちの使命です。

変わる地域の、力になります。
じゃらんリサーチセンター

tel 03-6835-6250  fax03-6772-0217
新型コロナウイルス対応のためお電話を承れないことがございます。お問い合わせは左記メールアドレスまでお願いいたします。

私たちが目指すもの。

みつける
今ある魅力の再発見

JRCのメソッド 1

そだてる
新しい魅力の形成

2JRCのメソッド

つたえる
伝達力の強化

3JRCのメソッド

私たちの活動領域

観光に関する研究

情報発信

観光・地域振興支援
シンクタンクからアクトタンクへ。
地域と共に実証実験を多数実施しています。

研究で得た知見を広く発信していきます。

観光に関する様々な事業を
お任せいただいております。

○調査・分析
じゃらん宿泊旅行調査、インバウンド調査、ご当地調査など

○実証実験
調査・分析から導いた解決策を実際の地域で実証実験し、
具体的な手法や需要の開発にチャレンジしています

○『とーりまかし』  ○観光振興セミナー、調査報告会など
○WEBサイト、Facebook、メールマガジンなど
観光業界、そして地域経済のさらなる発展のために、
JRC（じゃらんリサーチセンター）が得た知見や提案を余すことなく
広く世の中に発信していきます

○調査・分析　○ＰＲ・誘客・周遊促進
○計画策定など　○ワークショップ・研修
資源を再発見or新たにみつける→そだてる→情報発信
→誘客→振り返り→次へ、というサイクルを回しながら、
地域の方 と々共に地域の新しい価値創造を行っていきます

いただいた声は今後の企画に活用させていただきます。ぜひご協力をお願いいたします。

https://jrc.jalan.net/tkq/
アンケートは選択式が中心で、3分程度でご回答いただけます

インターネットによるアンケートとなります（スマートフォンからの回答可）
通信料についてはお客様のご負担となりますことを予めご了承ください

ご回答の締切り
2022年5月31日

特集【調査研究】

「新型コロナウイルス感染症拡大による

旅行価値観の変化」より

変わる？ 変わらない？
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「体験・アクティビティに関する
同行者別実態把握」調査、他

旅ナカ最新事例から市場を分析・考察！

唯一無二の
「ご当地体験」を作ろう

【定性調査】「新型コロナウイルス
感染症による旅行意識の変化」より

旅行意向アクティブ層／
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調査時期	 2021年8月23日（月）〜2021年8月31日（火）
調査対象	 『じゃらんnet』会員	
調査方法	 インターネット上でのアンケートを実施
回収数	 1万3961人	
有効回答数	 1万3961人
対象温泉	 全国の327温泉地（除く東京都・沖縄県）を調査対象として設定
※温泉地名は調査時のものであり、一部の温泉地で呼称が異なる場合がある

じゃらん人気温泉地ランキング2022
調査概要と回答者プロフィール

調査概要

回答者プロフィール（n=13,961）

居住地域
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 発表！
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全国人気温泉地
ランキングベスト50（ｎ＝13,848）

これまでに行ったことがある温泉地のうち
「もう一度行ってみたい」温泉地について尋ねた
（複数回答5つまで）

順位 温泉地名 都道
府県

集計
対象数

昨年
順位

1 草津温泉 群馬県 2565 2 扌

2 箱根温泉 神奈川県 2485 1 ➡

3 登別温泉 北海道 1748 3 ➡

4 道後温泉 愛媛県 1668 4 ➡

5 別府温泉郷 大分県 1395 5 ➡

6 有馬温泉 兵庫県 1373 7 扌

7 黒川温泉 熊本県 1279 6 ➡

8 熱海温泉 静岡県 1228 9 扌

9 由布院温泉 大分県 1199 8 ➡

10 下呂温泉 岐阜県 1191 10 ➡

11 城崎温泉 兵庫県 1109 10 ➡

12 乳頭温泉郷 秋田県 994 12 ➡

13 鬼怒川温泉 栃木県 902 15 扌

14 奥飛騨温泉郷 岐阜県 895 13 ➡

15 指宿温泉 鹿児島県 883 14 ➡

16 蔵王温泉 山形県 808 19 扌

17 和倉温泉 石川県 800 17 ➡

18 洞爺湖温泉 北海道 778 16 ➡

19 奥入瀬渓流温泉・十和田湖畔温泉 青森県 708 21 扌

19 伊香保温泉 群馬県 708 24 扌

21 加賀温泉郷 石川県 701 20 ➡

22 定山渓温泉 北海道 695 18 ➡

23 阿寒湖温泉 北海道 681 22 ➡

24 玉造温泉 島根県 651 25 扌

25 嬉野温泉 佐賀県 647 23 ➡

26 湯の川温泉 北海道 590 25 ➡

27 万座温泉 群馬県 587 27 ➡

28 雲仙温泉 長崎県 583 28 ➡

29 霧島温泉（霧島温泉郷、霧島神宮温泉郷、
妙見・安楽温泉郷、日当山温泉郷）

鹿児島県 556 29 ➡

30 八甲田温泉・酸ヶ湯温泉 青森県 543 32 扌

31 秋保温泉 宮城県 530 30 ➡

32 層雲峡温泉 北海道 491 33 扌

33 銀山温泉 山形県 489 34 扌

34 飛騨高山温泉 岐阜県 480 31 ➡

35 湯河原温泉 神奈川県 460 41 扌

36 鳴子温泉郷 宮城県 445 35 ➡

37 那須温泉 栃木県 438 37 ➡

38 白浜温泉 和歌山県 427 36 ➡

39 四万温泉 群馬県 424 39 ➡

40 修善寺温泉 静岡県 416 43 扌

41 白骨温泉 長野県 411 42 扌

42 ニセコ温泉郷 北海道 387 38 ➡

43 淡路島の温泉
（洲本温泉・南あわじ温泉郷・岩屋温泉）

兵庫県 382 45 扌

44 十勝川温泉 北海道 373 40 ➡

45 花巻温泉郷 岩手県 370 44 ➡

46 三朝温泉 鳥取県 351 46 ➡

47 宇奈月温泉 富山県 329 49 扌

48 あわら温泉 福井県 325 48 ➡

49 伊東温泉・宇佐美温泉 静岡県 306 47 ➡

50 皆生温泉 鳥取県 305 52 扌
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大
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台
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選択項目
（上位3温泉地各選択者：複数回答５つまで）
手頃 手頃な料金で行けるから
効能や泉質 温泉の効能や泉質が気に入っているから
温泉以外 温泉以外も楽しめるから
観光スポット 周辺の観光スポットが充実しているから
自然 自然に囲まれているから
街の雰囲気 街の雰囲気が好きだから
交通 交通の便が良いから

1位 草津温泉（ｎ＝2,565）

手頃

効能や泉質交通

温泉以外街の雰囲気

観光スポット自然

59.2

9.9
10.0

74.7

32.2

20.9
22.8

2位 箱根温泉（ｎ＝2,485）
手頃

効能や泉質交通

温泉以外街の雰囲気

観光スポット自然

28.8
9.7

15.8
58.4

46.1

58.7 32.1

3位 登別温泉（ｎ＝1,748）
手頃

効能や泉質交通

温泉以外街の雰囲気

観光スポット自然

53.8

6.8
7.6

41.4

52.8

16.6
15.8

4

属性別に見る
「もう一度行ってみたい」温泉地
温泉地名が赤色のものは、昨年よりランクアップした温泉地

居住地別ベスト3年代別ベスト5

順位 温泉地名 都道府県 集計対象数 昨年順位

1 登別温泉 北海道 423 1
2 洞爺湖温泉 北海道 257 2
3 湯の川温泉 北海道 231 4

北海道居住者（ｎ＝883）

順位 温泉地名 都道府県 集計対象数 昨年順位

1 秋保温泉 宮城県 155 1
2 鳴子温泉郷 宮城県 141 3
3 乳頭温泉郷 秋田県 137 2

東北居住者（ｎ＝713）

順位 温泉地名 都道府県 集計対象数 昨年順位

1 草津温泉 群馬県 1638 2
2 箱根温泉 神奈川県 1562 1
3 熱海温泉 静岡県 743 3

関東･甲信越居住者（ｎ＝5,523）

順位 温泉地名 都道府県 集計対象数 昨年順位

1 下呂温泉 岐阜県 414 1
2 草津温泉 群馬県 310 3
3 奥飛驒温泉郷 岐阜県 303 4

東海居住者（ｎ＝1,646）

順位 温泉地名 都道府県 集計対象数 昨年順位

1 城崎温泉 兵庫県 591 1
2 有馬温泉 兵庫県 558 2
3 道後温泉 愛媛県 397 3

北陸・関西居住者（ｎ＝2,642）

順位 温泉地名 都道府県 集計対象数 昨年順位

1 道後温泉 愛媛県 235 1
2 別府温泉郷 大分県 149 3
3 有馬温泉 兵庫県 146 2

中国･四国居住者（ｎ＝817）

順位 温泉地名 都道府県 集計対象数 昨年順位

1 黒川温泉 熊本県 505 1
2 嬉野温泉 佐賀県 381 2
3 別府温泉郷 大分県 311 4

九州・沖縄居住者（ｎ＝1,624）

順位 温泉地名 都道府県 集計対象数 昨年順位

1 箱根温泉 神奈川県 252 1
2 草津温泉 群馬県 206 2
3 熱海温泉 静岡県 162 3
4 鬼怒川温泉 栃木県 112 5
4 下呂温泉 岐阜県 112 4

20代（ｎ＝952）

順位 温泉地名 都道府県 集計対象数 昨年順位

1 箱根温泉 神奈川県 344 1
2 草津温泉 群馬県 317 2
3 道後温泉 愛媛県 200 3
4 熱海温泉 静岡県 192 7
5 黒川温泉 熊本県 177 8

30代（ｎ＝1,600）

順位 温泉地名 都道府県 集計対象数 昨年順位

1 草津温泉 群馬県 530 2
2 箱根温泉 神奈川県 521 1
3 道後温泉 愛媛県 396 4
4 登別温泉 北海道 370 3
5 黒川温泉 熊本県 315 5

40代（ｎ＝3,190）

順位 温泉地名 都道府県 集計対象数 昨年順位

1 草津温泉 群馬県 835 1
2 箱根温泉 神奈川県 788 2
3 登別温泉 北海道 634 3
4 道後温泉 愛媛県 553 4
5 別府温泉郷 大分県 463 5

50代（ｎ＝4,493）

順位 温泉地名 都道府県 集計対象数 昨年順位

1 草津温泉 群馬県 546 1
2 箱根温泉 神奈川県 479 2
3 登別温泉 北海道 427 3
4 道後温泉 愛媛県 365 4
5 別府温泉郷 大分県 337 5

60代（ｎ＝2,900）

持
し
続
け
て
き
た
箱
根
温
泉
が
、
初
め
て

首
位
の
座
を
明
け
渡
す
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
な
支
持
に
よ
っ
て
ラ

ン
キ
ン
グ
が
動
い
た
の
か
。

　バ
ラ
ン
ス
型
ゆ
え
強
い
と
さ
れ
る
箱
根

温
泉
以
外
に
も
、
上
位
温
泉
地
は
複
数
の

強
み
が
あ
る
こ
と
が
選
ば
れ
た
理
由
か
ら

わ
か
る
。
草
津
温
泉
も
豊
富
な
湯
量
や
温

泉
力
で
知
ら
れ
る
が
、
選
ば
れ
た
理
由
の

割
合
は
「
街
の
雰
囲
気
が
好
き
だ
か
ら
」

の
方
が
高
い
。
温
泉
の
効
能
、
自
然
環
境
、

立
地
等
そ
の
も
の
を
変
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
温
泉
を
楽
し
む
環
境
が
整
っ
て

い
れ
ば
ア
ク
セ
ス
の
弱
点
な
ど
跳
ね
返
す

こ
と
も
で
き
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
　

　居
住
地
別
に
見
る
と
、
関
東
･
甲
信
越

以
外
の
エ
リ
ア
で
は
ト
ッ
プ
は
去
年
と
変

わ
ら
ず
。
関
東
･
甲
信
越
で
は
草
津
温
泉

が
2
年
ぶ
り
に
1
位
に
返
り
咲
い
た
。

　年
代
別
で
は
、
1
位
は
20
代
と
30
代
が

箱
根
温
泉
、
40
代
〜
60
代
が
草
津
温
泉
と
、

年
代
で
分
か
れ
る
結
果
に
。
フ
ァ
ミ
リ
ー

層
で
は
子
ど
も
あ
り
、
子
ど
も
な
し
と
も

に
1
位
が
入
れ
替
わ
り
、
草
津
温
泉
が
選

ば
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
属
性
別
に
見

て
も
草
津
温
泉
は
高
い
支
持
を
得
た
が
、

12
年
前
よ
り
始
め
た
町
づ
く
り
で
タ
ー
ゲ

ッ
ト
と
し
た
若
い
女
性
の
年
代
が
上
が
り

フ
ァ
ミ
リ
ー
層
に
な
る
な
ど
で
、
支
持
の

幅
が
広
が
っ
た
こ
と
も
得
票
を
伸
ば
し
た

要
因
の
ひ
と
つ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

順位 温泉地名 都道府県 集計対象数 昨年順位

1 箱根温泉 神奈川県 647	 1	
2 草津温泉 群馬県 623	 2	
3 道後温泉 愛媛県 360	 3	
4 熱海温泉 静岡県 356	 5	
5 有馬温泉 兵庫県 334	 7	
6 登別温泉 北海道 316	 4	
7 下呂温泉 岐阜県 314	 9	
8 別府温泉郷 大分県 284	 10	
9 黒川温泉 熊本県 282	 6	

10 城崎温泉 兵庫県 269	 8	

全国未婚
ベスト10（N=3,311）

順位 温泉地名 都道府県 集計対象数 昨年順位

1 草津温泉 群馬県 1431	 2	
2 箱根温泉 神奈川県 1373	 1	
3 登別温泉 北海道 1081	 3	
4 道後温泉 愛媛県 989	 4	
5 別府温泉郷 大分県 831	 5	
6 有馬温泉 兵庫県 790	 6	
7 黒川温泉 熊本県 748	 7	
8 由布院温泉 大分県 724	 8	
9 熱海温泉 静岡県 669	 11	

10 下呂温泉 岐阜県 659	 10	

全国既婚
子どもありベスト10（N=7,914）

順位 温泉地名 都道府県 集計対象数 昨年順位

1 草津温泉 群馬県 511	 2	
2 箱根温泉 神奈川県 465	 1	
3 登別温泉 北海道 351	 3	
4 道後温泉 愛媛県 319	 4	
5 別府温泉郷 大分県 280	 5	
6 有馬温泉 兵庫県 249	 8	
6 黒川温泉 熊本県 249	 7	
8 乳頭温泉郷 秋田県 233	 10	
8 由布院温泉 大分県 233	 6	

10 下呂温泉 岐阜県 218	 11	

全国既婚
子どもなしベスト10（N=2,623）
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全国温泉地1年間の
訪問経験
ランキングベスト30

全国あこがれ温泉地
ランキングベスト30 （ｎ＝13,848）（ｎ＝13,957）

最近1年間に「行ったことがある」温泉地
（最近1年間＝2020年8月頃〜2021年8月頃までを指す）

まだ行ったことはないが「一度は行ってみたい」温泉地
（複数回答5つまで）

順位 温泉地名 都道
府県

集計
対象数

昨年
順位

1 箱根温泉 神奈川県 1444 1 ➡

2 熱海温泉 静岡県 964 2 ➡

3 草津温泉 群馬県 856 3 ➡

4 鬼怒川温泉 栃木県 627 5 扌

5 下呂温泉 岐阜県 608 6 扌

6 那須温泉 栃木県 589 11 扌

7 有馬温泉 兵庫県 575 4 ➡

8 伊香保温泉 群馬県 562 8 ➡

9 別府温泉郷 大分県 529 10 扌

10 伊東温泉・宇佐美温泉 静岡県 514 13 扌

11 湯河原温泉 神奈川県 511 14 扌

12 道後温泉 愛媛県 503 7 ➡

13 登別温泉 北海道 472 12 ➡

14 定山渓温泉 北海道 459 9 ➡

15 奥飛騨温泉郷 岐阜県 446 19 扌

16 洞爺湖温泉 北海道 405 18 扌

17 
淡路島の温泉

（洲本温泉・南あわじ温泉郷・
岩屋温泉）

兵庫県 404 20 扌

18 塩原温泉 栃木県 396 22 扌

19 城崎温泉 兵庫県 392 17 ➡

20 嬉野温泉 佐賀県 387 16 ➡

21 加賀温泉郷 石川県 386 15 ➡

22 鳥羽温泉郷 三重県 379 25 扌

23 秋保温泉 宮城県 373 21 ➡

24 飛騨高山温泉 岐阜県 357 23 ➡

25 白浜温泉 和歌山県 326 31 扌

26 由布院温泉 大分県 322 24 ➡

27 黒川温泉 熊本県 319 27 ➡

28 伊豆長岡温泉 静岡県 314 36 扌

29 四万温泉 群馬県 306 34 扌

30 
みなかみ18湯

（旧水上温泉郷・猿ケ京温泉・
法師温泉・宝川温泉）

群馬県 302 37 扌

順位 温泉地名 都道
府県

集計
対象数

昨年
順位

1 乳頭温泉郷 秋田県 2413 1 ➡

2 草津温泉 群馬県 1956 2 ➡

3 由布院温泉 大分県 1778 3 ➡

4 銀山温泉 山形県 1773 5 扌

5 道後温泉 愛媛県 1673 4 ➡

6 登別温泉 北海道 1574 6 ➡

7 下呂温泉 岐阜県 1388 8 扌

8 有馬温泉 兵庫県 1311 7 ➡

9 箱根温泉 神奈川県 1272 9 ➡

10 別府温泉郷 大分県 1266 12 扌

11 指宿温泉 鹿児島県 1197 10 ➡

12 黒川温泉 熊本県 1194 13 扌

13 熱海温泉 静岡県 1056 11 ➡

14 八甲田温泉・酸ヶ湯温泉 青森県 1006 14 ➡

15 鬼怒川温泉 栃木県 854 15 ➡

16 加賀温泉郷 石川県 718 17 扌

17 洞爺湖温泉 北海道 713 19 扌

18 奥入瀬渓流温泉・十和田湖畔温泉 青森県 700 16 ➡

19 蔵王温泉 山形県 663 18 ➡

20 ニセコ温泉郷 北海道 652 23 扌

21 伊香保温泉 群馬県 615 20 ➡

22 和倉温泉 石川県 603 21 ➡

23 城崎温泉 兵庫県 497 23 ➡

24 白骨温泉 長野県 478 22 ➡

25 阿寒湖温泉 北海道 442 27 扌

26 黒部峡谷温泉群 富山県 441 26 ➡

27 雲仙温泉 長崎県 437 29 扌

28 宇奈月温泉 富山県 413 28 ➡

29 四万温泉 群馬県 395 30 扌

30 玉造温泉 島根県 380 25 ➡

ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
多
数
な
が
ら
も

上
位
は
根
強
い
人
気
を
キ
ー
プ

 

「
全
国
温
泉
地
１
年
間
の
訪
問
経
験
ラ
ン

キ
ン
グ
」
の
ト
ッ
プ
３
は
３
年
連
続
順
位

不
動
。
箱
根
温
泉
、
熱
海
温
泉
、
草
津
温

泉
へ
相
変
わ
ら
ず
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
ト
ッ
プ
10
に
は
那
須

温
泉
、
伊
東
・
宇
佐
美
温
泉
が
新
し
く
ラ

ン
ク
イ
ン
。
伊
豆
長
岡
温
泉
（
＋
８
ラ
ン

ク
）、
み
な
か
み
18
湯
（
＋
７
ラ
ン
ク
）、

白
浜
温
泉
（
＋
６
ラ
ン
ク
）
が
大
き
く
順

位
を
上
げ
、
30
位
以
内
で
は
計
15
の
温
泉

地
が
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
し
た
。

 

「
全
国
あ
こ
が
れ
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
」

は
３
年
連
続
で
乳
頭
温
泉
郷
が
1
位
。
３

位
ま
で
の
顔
ぶ
れ
は
前
回
同
様
だ
が
、
４

位
の
銀
山
温
泉
は
13
位
→
11
位
→
昨
年
５

位
と
着
実
に
ア
ッ
プ
。
上
位
5
位
温
泉
地

に
つ
い
て
選
ん
だ
理
由
は
「
効
能
や
泉
質

に
興
味
が
あ
る
」「
自
然
に
囲
ま
れ
て
い

る
か
ら
」「
街
の
雰
囲
気
が
良
さ
そ
う
だ

か
ら
」と
と
も
に
「
有
名
な
の
で
」が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
（
複
数
回
答
5
つ
ま
で
）。

　毎
年
順
位
や
顔
ぶ
れ
が
大
き
く
変
わ
る

「
全
国
温
泉
地
満
足
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」
だ

が
、
総
合
部
門
で
は
黒
川
温
泉
、
乳
頭
温

泉
郷
、
奥
飛
驒
温
泉
郷
、
別
府
温
泉
郷
が
、

秘
湯
部
門
で
は
久
住
温
泉
、
秋
田
八
幡
平

温
泉
郷
、
乗
鞍
高
原
温
泉
、
九
重
“
夢
”

温
泉
郷
が
昨
年
同
様
ト
ッ
プ
10
に
ラ
ン
ク

そ
の
他
の
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら
も

旅
行
者
の
動
向
を
チ
ェ
ッ
ク

実
際
に
足
を
運
ん
だ
温
泉
地
や
、
満
足
度
の
高
か
っ
た
温
泉
地
は
？
同
行
形
態
や
県
境
を
越
え
て
の

移
動
等
、
多
く
の
配
慮
が
必
要
だ
っ
た
が
、
ラ
ン
キ
ン
グ
へ
の
影
響
は
見
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

6

順位 温泉地名 都道
府県 満足度 集計

対象数

1 霧島温泉
（霧島温泉郷、
霧島神宮温泉郷、
妙見・安楽温泉郷、
日当山温泉郷）

鹿児島県 95.7 253 

2 白骨温泉 長野県 95.5 110 

3 八幡平温泉郷 岩手県 95.3 149 

4 黒川温泉 熊本県 95.0 319 

5 乳頭温泉郷 秋田県 94.5 182 

6 蔵王温泉 山形県 93.9 296 

6 奥飛騨温泉郷 岐阜県 93.9 446 

8 万座温泉 群馬県 93.8 242 

8 別府温泉郷 大分県 93.8 529 

10 草津温泉 群馬県 92.9 856 

温泉地名 都道
府県

集計
対象数

1 箱根温泉 神奈川県 1292 

2 草津温泉 群馬県 814 

3 道後温泉 愛媛県 782 

4 熱海温泉 静岡県 644 

5 有馬温泉 兵庫県 607 

6 別府温泉郷 大分県 526 

7 登別温泉 北海道 520 

8 黒川温泉 熊本県 508 

9 由布院温泉 大分県 468 

10 下呂温泉 岐阜県 450 

11 乳頭温泉郷 秋田県 446 

12 城崎温泉 兵庫県 426 

13 奥飛騨温泉郷 岐阜県 418 

14 鬼怒川温泉 栃木県 355 

15 湯河原温泉 神奈川県 347 

16 伊香保温泉 群馬県 334 

17 奥入瀬渓流温泉・
十和田湖畔温泉 青森県 331 

18 湯の川温泉 北海道 326 

19 加賀温泉郷 石川県 325 

20 指宿温泉 鹿児島県 318 

21 飛騨高山温泉 岐阜県 310 

22 八甲田温泉・
酸ヶ湯温泉 青森県 297 

23 定山渓温泉 北海道 290 

24 和倉温泉 石川県 283 

25 蔵王温泉 山形県 278 

26 洞爺湖温泉 北海道 265 

27 阿寒湖温泉 北海道 259 

28 嬉野温泉 佐賀県 254 

29 玉造温泉 島根県 245 

30 修善寺温泉 静岡県 243 

（ｎ＝13,848）

上位5つの温泉地が
選ばれた理由とは（複数回答5つまで）

イ
ン
。
全
国
人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
で

ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
し
た
草
津
温
泉
、
蔵
王
温

泉
も
総
合
部
門
で
ト
ッ
プ
10
入
り
し
た
。

マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
進
む
中
、
同
じ

県
内
で
も
密
を
避
け
て
、
メ
ジ
ャ
ー
な
温

泉
地
の
少
し
先
に
あ
る
、
隠
れ
家
的
な
温

泉
を
見
つ
け
る
楽
し
み
も
増
え
た
の
で
は

な
い
か
。
秘
湯
部
門
１
位
の
小
田
･
田
の

原
･
満
願
寺
温
泉
は
黒
川
温
泉
か
ら
車
で

５
分
程
度
の
距
離
に
あ
る
温
泉
地
。
宿
が

７
軒
と
最
も
多
い
小
田
温
泉
の
お
も
な
価

格
帯
は
、
１
泊
２
食
付
き
で
１
名
２
万
円

前
後
。
黒
川
温
泉
と
同
程
度
で
あ
り
な
が

ら
、
客
室
は
離
れ
や
露
天
風
呂
付
き
な
ど
、

グ
レ
ー
ド
が
上
が
る
宿
が
多
い
と
い
う
。

そ
の
割
安
感
も
大
き
な
満
足
感
に
繋
が
っ

た
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。

　ま
た
、「
じ
ゃ
ら
ん
宿
泊
旅
行
調
査
２

０
２
１
」
に
よ
れ
ば
宿
泊
旅
行
の
同
行
形

態
で
は

　「
ひ
と
り
旅
」
が
17
・
８
％
と

第
２
位
を
占
め
た
。
密
を
避
け
た
少
人
数

の
旅
行
ス
タ
イ
ル
も
注
目
を
さ
れ
て
き
た

こ
と
か
ら
、
新
た
な
部
門
と
し
て
今
回
の

調
査
か
ら
「
ひ
と
り
旅
で
行
き
た
い
温
泉

地
ラ
ン
キ
ン
グ
」
を
新
設
。
上
位
５
位
の

顔
ぶ
れ
は
お
な
じ
み
の
温
泉
地
だ
が
、
選

ば
れ
た
理
由
を
見
る
と
、
交
通
ア
ク
セ
ス
、

静
か
な
環
境
、
温
泉
の
広
さ
だ
け
で
は
な

く
、
宿
泊
プ
ラ
ン
の
工
夫
も
決
め
手
と
な

っ
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
サ
イ
ズ
が
小
型
化

し
て
い
る
中
、
ぜ
ひ
参
考
に
し
た
い
。

全国温泉地満足度
ランキング
総合部門ベスト10
最近1年間の訪問者数が100人以上

（133温泉地）

秘湯部門ベスト10
最近1年間の訪問者数が
50人以上100人未満（81温泉地）

順位 温泉地名 都道
府県 満足度 集計

対象数

1 小田・田の原・
満願寺温泉 熊本県 97.2 72 

2 久住温泉 大分県 95.5 88 

3 十勝岳温泉 北海道 95.3 64 

4 秋田八幡平温泉郷 秋田県 95.1 82 

5 乗鞍高原温泉 長野県 94.4 71 

6 別所温泉 長野県 94.0 50 

7 わいた温泉郷 熊本県 93.8 97 

8 小安峡温泉・
秋の宮温泉 秋田県 93.3 60 

9 九重“夢”温泉郷 大分県 92.2 51 

10 赤倉温泉 新潟県 90.1 71 

ひとり旅で行きたい温泉地
ランキングベスト30

新設！

これまでに行ったことがある温泉地のうち
「ひとり旅で行ってみたい」温泉地
（複数回答5つまで）

1位 箱根温泉（ｎ＝1,292）

理由1位 理由2位 理由3位
静かな環境で
ゆっくり
過ごせるから

（59.9％）

公共交通機関や
送迎付きで
行けるから

（41.4％）

1人でもお得に
利用できるから

（27.8％）

理由1位 理由2位 理由3位
静かな環境で
ゆっくり
過ごせるから

（57.5％）

温泉が広 と々
しているから

（44.3％）

1人でもお得に
利用できるから

（23.0％）

2位 草津温泉（ｎ＝814）

理由1位 理由2位 理由3位
静かな環境で
ゆっくり
過ごせるから

（50.5％）

温泉が広 と々
しているから

（33.5％）

公共交通機関や
送迎付きで
行けるから

（26.2％）

3位 道後温泉（ｎ＝782）

理由1位 理由2位 理由3位
公共交通機関や
送迎付きで
行けるから

（45.7％）

静かな環境で
ゆっくり
過ごせるから

（42.1％）

1人でもお得に
利用できるから

（39.0％）

4位 熱海温泉（ｎ＝644）

理由1位 理由2位 理由3位
静かな環境で
ゆっくり
過ごせるから

（51.6％）

公共交通機関や
送迎付きで
行けるから

（38.9％）

温泉が広 と々
しているから

（27.0％）

5位 有馬温泉（ｎ＝607）
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温
泉
力
の
草
津
で
、
ど
の
よ
う
に

町
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
か

　日
本
一
の
自
然
湧
出
量
を
誇
り
、“
恋

の
病
以
外
は
治
す
”
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の

殺
菌
作
用
を
持
つ
強
酸
性
泉
。
言
わ
ず
と

知
れ
た
温
泉
力
や
シ
ン
ボ
ル
の
湯
畑
は
そ

の
ま
ま
に
、
町
は
こ
の
10
年
余
の
間
に
進

化
を
重
ね
、
温
泉
地
と
し
て
の
深
み
を
増

し
て
き
た
。
今
回
、「
全
国
人
気
温
泉
地
ラ

ン
キ
ン
グ
」
で
つ
い
に
1
位
を
獲
得
す
る

こ
と
に
な
っ
た
が
、
選
択
理
由
と
し
て

「
街
の
雰
囲
気
」
が
高
く
評
価
さ
れ
た
点

か
ら
も
、
そ
の
取
り
組
み
が
功
を
奏
し
、

訪
れ
た
多
く
の
人
々
の
心
を
掴
ん
だ
こ
と

が
わ
か
る
。
し
か
し
湯
畑
を
中
心
と
し
た

温
泉
街
は
以
前
か
ら
存
在
し
た
。
な
ぜ
わ

ざ
わ
ざ
町
づ
く
り
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。

　２
０
１
０
年
ま
で
老
舗
や
大
型
の
宿
泊

施
設
の
倒
産
が
相
次
ぎ
、
町
は
閑
散
と
し

て
い
た
と
い
う
。
バ
ブ
ル
期
に
は
年
間
で

３
０
７
万
人
だ
っ
た
入
込
数
が
２
６
5
万

人
ま
で
減
少
、
宿
泊
単
価
も
低
下
し
、
ま

さ
に
V
字
の
底
と
い
う
状
態
に
な
っ
て
い

た
。　そ

こ
で
草
津
町
と
し
て
、
当
時
就
任
し

た
黒
岩
信
忠
町
長
が
旅
館
経
営
者
出
身
で

は
な
か
っ
た
視
点
も
活
か
し
、
東
京
に
は

な
い
も
の
の
集
合
体
を
作
る
、
つ
ま
り
１

０
０
０
年
超
あ
る
草
津
の
歴
史
を
な
ぞ
ら

え
な
が
ら
説
明
せ
ず
と
も
見
た
瞬
間
に
素

敵
だ
と
感
じ
ら
れ
る
町
で
あ
れ
ば
、
ア
ク

セ
ス
の
不
便
さ
に
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
を

惹
き
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
結
論

に
至
っ
た
と
い
う
。
観
光
地
と
は
外
を
歩

い
て
楽
し
め
る
も
の
。
宿
の
中
だ
け
で
完

結
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
草
津
ま

で
来
る
必
要
は
な
い
か
ら
だ
。

　歴
史
を
活
か
し
、
若
い
女
性
た
ち
に
も

刺
さ
る
温
泉
地
。
し
か
し
古
の
情
緒
を
醸

し
出
す
た
め
に
、
す
で
に
あ
る
も
の
を
す

べ
て
置
き
換
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
き

な
い
。

　そ
こ
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
テ
イ
ス
ト
の
木

造
建
築
を
随
所
に
採
り
入
れ
る
こ
と
で
、

温
泉
街
を
修
景
し
て
い
く
方
法
を
採
り
、

町
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

湯
畑
を
中
心
に
温
泉
街
を
修
景

１
０
０
年
先
に
も
通
用
す
る
終
わ
り
な
き
町
づ
く
り

全
国
人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位

草
津
温
泉
（
群
馬
県
）
　

上／湯畑のライティン
グは、東京駅丸の内駅
舎のライトアップなどを
手がけた面出薫氏がデ
ザイン
右／棚田をイメージして
作られた湯路広場

左／御座之湯は源頼朝
が入浴したと伝えられ
る施設を再建。湯畑源
泉と万代源泉の2種類
に浸かることができる

右／組合に加盟する店舗だけでも
120軒が連なる温泉街。賑わいを
見せる飲食店は泊食分離にも対応
できる。空き家は1軒もないという

左／男性用とは造りが異なる大
滝乃湯の女性用の合わせ湯

右／熱乃湯では湯も
みガールズによる湯
もみショーを連日開
催。草津の伝統を見
せながらも、軽妙なト
ークと想定外の迫力
が楽しめる

な
ぜ
ま
た
行
き
た
い
と
人
は
思
う
の
か

選
ば
れ
る
温
泉
地
の
秘
密
を
紐
解
く

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
活
か
し
、
そ
の
人
気
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
進
化
し
続
け
る
草
津
と
箱
根
。

立
地
も
規
模
も
ま
っ
た
く
異
な
る
２
つ
の
温
泉
地
、
そ
れ
ぞ
れ
の
手
法
を
探
る
。
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中
心
部
か
ら
始
め
る

シ
ャ
ン
パ
ン
タ
ワ
ー
方
式
を
展
開

　初
め
に
着
手
し
た
の
は
、
町
の
中
心
で

あ
る
湯
畑
周
辺
の
再
開
発
。
２
０
１
０
年

当
時
、
湯
畑
の
す
ぐ
前
に
は
、
廃
業
し
た

旅
館
跡
を
利
用
し
た
青
空
駐
車
場
が
あ
っ

た
。
観
光
名
所
そ
ば
に
位
置
す
る
こ
と
か

ら
便
利
で
は
あ
っ
た
が
、
湯
畑
の
背
後
に

あ
り
な
が
ら
そ
れ
は
ま
っ
た
く
絵
に
な
ら

な
い
風
景
。
駐
車
場
は
少
し
離
れ
た
場
所

に
代
替
地
を
用
意
し
、
撤
去
し
た
後
に
は

「
湯と

う

路じ

広
場
」
が
造
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
駐
車
場
撤
去
で
客
足
が
減
る
と
い

う
不
安
か
ら
、
湯
畑
エ
リ
ア
の
事
業
者
た

ち
が
計
画
に
猛
反
発
。
外
周
エ
リ
ア
の
宿

泊
事
業
者
か
ら
も
、
中
心
部
で
は
な
く
、

よ
り
状
況
の
厳
し
い
外
側
か
ら
の
活
性
化

を
望
む
声
が
上
が
る
。
が
、
中
心
部
か
ら

手
が
け
る
重
要
性
に
つ
い
て
「
シ
ャ
ン
パ

ン
タ
ワ
ー
」
の
仕
組
み
と
同
じ
で
あ
る
と

い
う
考
え
に
至
り
、
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

ま
ず
頂
点
で
あ
る
湯
畑
に
注
ぐ
こ
と
で
、

時
間
は
か
か
っ
て
も
そ
の
恩
恵
は
隅
々
に

ま
で
行
き
渡
る
と
い
う
理
論
だ
。

　こ
れ
が
見
事
に
当
た
り
、
中
心
部
以
外

の
外
周
エ
リ
ア
の
宿
泊
施
設
の
集
客
も
増

加
。
６
年
ほ
ど
で
草
津
の
入
込
数
は
バ
ブ

ル
期
の
人
数
ま
で
到
達
す
る
。
そ
れ
以
降

は
、
コ
ロ
ナ
禍
等
を
除
け
ば
、
見
事
な
ま
で

に
V
字
回
復
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。

町
歩
き
の
楽
し
み
に
加
え
、

昼
も
夜
も
楽
し
め
る
コ
ン
テ
ン
ツ

　で
は
実
際
に
こ
の
12
年
間
で
、
ど
の
よ

う
に
草
津
の
町
は
作
ら
れ
て
き
た
の
か
。

　草
津
に
は
、
温
度
が
低
め
の
浴
槽
か
ら

入
る
こ
と
で
あ
つ
め
の
湯
に
徐
々
に
体
を

慣
ら
し
て
い
く
「
合
わ
せ
湯
」
と
い
う
入

浴
法
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
大
滝
乃
湯
の

男
性
用
浴
室
内
に
あ
る
合
わ
せ
湯
を
時
間

制
で
区
切
り
、
男
女
入
れ
替
え
で
使
用
し

て
い
た
が
、
新
た
に
女
性
用
浴
室
内
に
も

新
設
。
ま
た
湯
畑
前
に
は
明
治
時
代
ま
で

実
在
し
た
日
帰
り
入
浴
施
設
「
御
座
之
湯
」

を
再
建
。
い
ず
れ
も
頻
繁
に
草
津
を
訪
れ

る
人
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ
ら
が
新
し
い
造

り
と
は
気
づ
か
な
い
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
し

っ
く
り
と
馴
染
ん
で
い
る
。
湯
も
み
シ
ョ

ー
が
開
催
さ
れ
る
熱
乃
湯
も
建
替
を
し
、

中
心
部
で
あ
る
湯
畑
を
取
り
巻
く
修
景
は

着
実
に
進
ん
で
い
く
。
し
か
し
圧
倒
的
な

存
在
感
を
放
っ
て
い
る
の
は
、
夜
の
湯
畑

そ
の
も
の
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
だ
。
湯
気
に

光
を
当
て
る
と
い
う
発
想
が
作
り
出
す
幻

想
的
な
光
景
を
楽
し
む
た
め
に
、
宿
か
ら

出
て
く
る
人
々
で
湯
畑
前
は
夜
も
大
変
な

賑
わ
い
を
見
せ
て
い
る
。

　ス
キ
ー
客
が
落
ち
込
み
閑
散
期
と
な
っ

て
い
た
２
月
〜
３
月
が
今
で
は
ト
ッ
プ
シ

ー
ズ
ン
に
。
女
子
会
や
卒
業
旅
行
な
ど
で

訪
れ
る
人
が
増
え
た
た
め
だ
。
こ
の
よ
う

に
１
泊
２
日
で
は
と
て
も
回
り
き
れ
な
い

ほ
ど
の
充
実
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
が
揃
う
が
、

こ
れ
で
終
わ
ら
な
い
の
が
草
津
温
泉
。
そ

れ
は
思
い
も
か
け
な
か
っ
た
場
所
に
人
を

動
か
す
と
い
う
発
想
で
、
町
づ
く
り
が
続

い
て
い
く
。

観光施設整備など
入込人数

（年度別）

じゃらん全国
人気温泉地
ランキング

順位
2009年 273万5036人 3位
2010年 湯畑再開発着手 265万7582人 3位
2011年 大滝乃湯大規模改修 268万6746人 3位
2012年 ゆもみくんショー開始 276万5036人 3位
2013年 御座之湯再建 277万5290人 3位
2014年 湯路広場完成 287万9849人 2位
2015年 熱乃湯建替

西の河原露天風呂
リニューアル

300万412人 3位

2016年 湯畑のライトアップ開始 308万8900人 2位
2017年 渋谷駅前より東急バス　

軽井沢経由便運行開始 
夜景散策ツアー開始

（4月〜10月の月1開催）

321万3160人 2位

2018年 西の河原公園ライトアップ 
西の河原露天風呂の
混浴イベント開始

308万7162人 
（本白根山噴火） 2位

2019年 BAN  ZIP TENGUオープン 327万1646人 2位
2020年 194万3588人 2位
2021年 裏草津（地蔵広場）完成

手洗乃湯設置 2位

2022年 伝統湯「地蔵」貸切風呂、
百年石別邸完成 1位

2023年 立体交差、温泉門完成予定（秋）
中央通り整備着工予定

草津温泉  町づくりの歩みと入込人数の推移

草津温泉  コンテンツ一例

❶温泉らくご
熱乃湯では2009年より、民
間事業者主催による「温泉
らくご」が毎晩20時から開
催されている。大人1000
円。ふらっと気軽に楽しめ
るのがいい

❷ゆもみくんショー
湯もみガールズによる湯もみ
ショーに、2012年からは男
性版「ゆもみくんショー」が仲
間入り。草津町で産声を上
げたJリーグ・ザスパ草津が
発会式を熱乃湯で行った縁
から、チャレンジャーズのメ
ンバーが月に1回程度、男も
みを披露。ガールズとはま
た違う迫力満点の内容が好
評（コロナ禍のため現在は
休止中）

❸西の河原露天風呂
　混浴イベント
ライトアップの他、特定日を
除く毎週金曜夜に混浴イベ
ントを開催

❹BAN  ZIP  TENGU　
草津温泉スキー場のある標
高1370ｍの天狗山山頂か
ら滑空。小学生から体験可

❶

❷

❸

❹
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湯
畑
近
く
の
エ
リ
ア
を
再
開
発

２
０
２
１
年
「
裏
草
津
」が
誕
生

　昼
も
夜
も
賑
わ
う
草
津
。
し
か
し
湯
畑

か
ら
直
線
で
わ
ず
か
１
０
０
ｍ
ほ
ど
の
と

こ
ろ
に
、
昔
は
賑
わ
っ
た
が
、
近
年
、
観

光
客
は
ほ
と
ん
ど
立
ち
寄
る
こ
と
の
な
い

エ
リ
ア
が
あ
っ
た
。
共
同
湯
「
地
蔵
乃
湯
」

の
あ
る
地
蔵
エ
リ
ア
だ
。
4
年
以
上
前
か

ら
構
想
し
、
再
開
発
。
昨
年
６
月
に
新
エ

リ
ア
「
裏
草
津
」が
誕
生
し
た
。

　裏
草
津
は
そ
の
名
の
通
り
、
中
心
部
の

す
ぐ
近
く
に
あ
り
な
が
ら
隠
れ
家
的
な
雰

囲
気
。
湯
畑
か
ら
路
地
の
先
に
現
れ
る
木

造
の
階
段
を
上
が
っ
て
い
く
。
展
望
デ
ッ

キ
か
ら
景
色
を
眺
め
、
ぐ
る
り
と
そ
ぞ
ろ

歩
き
を
楽
し
め
ば
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
地

蔵
乃
湯
や
、
地
蔵
源
泉
、
開
放
感
溢
れ
る

カ
フ
ェ
や
、
草
津
ゆ
か
り
の
作
家
の
作
品

を
収
蔵
し
た
漫
画
堂
、
気
ま
ま
に
寛
げ
る

棚
田
広
場
等
を
巡
る
こ
と
が
で
き
る
。
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
足
湯
や
、
温
泉
の
湯
気

に
顔
を
当
て
て
ス
チ
ー
ム
効
果
を
期
待
で

き
そ
う
な「
顔
湯
」も
あ
り
、
中
心
部
と
は

趣
の
異
な
っ
た
、
裏
な
ら
で
は
の
風
情
が

味
わ
え
る
。
さ
ら
に
２
０
２
２
年
に
は
、

絵
や
文
字
を
描
い
た
石
を
強
酸
性
の
湯
に

浸
け
て
溶
か
す
加
工
体
験
が
で
き
る
「
百

年
石
別
邸
」
や
、
地
蔵
乃
湯
内
に
ワ
ン
ラ

ン
ク
上
の
料
金
で
提
供
す
る
貸
切
風
呂
も

オ
ー
プ
ン
す
る
。

　
　
　
　
　
　

　再
開
発
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
、
こ
の

エ
リ
ア
は
急
に
活
性
化
し
た
と
い
う
。
前

述
の
施
設
は
行
政
主
導
だ
が
、
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
で
木
造
の
宿
泊
施
設
が
顔
を
出
す
。

あ
た
か
も
最
初
か
ら
こ
の
景
観
の
一
部
と

し
て
計
画
さ
れ
た
か
の
よ
う
な
、
全
体
的

に
統
一
感
の
あ
る
佇
ま
い
。
新
設
の
エ
リ

ア
な
が
ら
、
ど
こ
か
懐
か
し
い
雰
囲
気
を

見
事
に
演
出
し
て
い
る
。

　そ
し
て
こ
の
裏
草
津
エ
リ
ア
も
夜
に
は

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
。
湯
上
が
り
の
ひ
と
と
き

に
静
か
に
小
径
の
散
歩
を
楽
し
む
に
は
、

格
好
の
場
所
だ
。

新型コロナウイルス対策として
「手洗乃湯」が登場！
新型コロナウイルス感染性の拡大が
収まる気配を見せない中、草津温泉で
はその殺菌力に着目。群馬大学に研
究を依頼し、草津温泉の湯で1分間洗
い流せば新型コロナウイルスを99.12
％不活化するという結果が得られた。
発表は2021年1月17日。その効果を
活かすべく、掛け流しの湯で手を洗え
る「手洗乃湯」を即着工。2月12日に
は湯畑エリアに第１号が完成。西の
河原公園、裏草津などにも設置されて
いる。

T O P I C S

上／地蔵乃湯もリニューアル　下／地蔵乃湯周辺。ライトアップされた
木の風合いでしっとり感が増す。ここも湯畑と同じく面出さんが手がける

左／漫画堂に隣接
する地蔵カフェ「月
の貌」

右／四角い穴に
顔を近づけ、温か
くふわっとした湯
気を浴びる顔湯

上／高台広場から段々
状に造られた棚田広場
右／漫画堂は２時間以
内の利用で中学生以
上400円。敷地内であ
ればカフェや戸外に持
ち出し、じっくり読みふ
けることもできる

新
し
い
観
光
エ
リ
ア
を
造
成
す
る

草
津
温
泉
の
試
み

10

交
通
渋
滞
を
逆
手
に

町
の
入
口
に
「
温
泉
門
」を
設
置

　裏
草
津
を
整
備
し
、
観
光
エ
リ
ア
が
広

が
っ
た
草
津
だ
が
、
そ
の
進
化
は
ま
だ
終

わ
る
気
配
を
見
せ
な
い
。
こ
れ
か
ら
１
年

半
ほ
ど
後
に
は
「
温
泉
門
」
が
誕
生
す
る

こ
と
に
な
る
。

　湯
畑
か
ら
徒
歩
10
分
ほ
ど
の
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
や
町
役
場
よ
り
も
少
し
外
側
、
国

道
２
９
２
号
（
草
津
道
路
）
と
湯
畑
に
通

じ
る
中
央
通
り
が
交
差
す
る
地
点
で
は
、

一
時
停
止
の
た
め
に
慢
性
的
に
渋
滞
が
起

き
て
い
る
。
週
末
と
も
な
れ
ば
大
渋
滞
と

な
る
た
め
、
そ
の
解
消
策
と
し
て
立
体
交

差
化
を
採
り
入
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
渋
滞

回
避
策
に
さ
え
も
、
観
光
地
と
し
て
の
魅

力
を
付
加
し
て
い
く
と
こ
ろ
が
、
さ
す
が

草
津
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　立
体
交
差
に
よ
り
で
き
る
ト
ン
ネ
ル
を

門
に
見
立
て
、
温
泉
門
と
位
置
付
け
る
。

こ
こ
で
も
木
を
効
果
的
に
使
用
。
門
の
脇

で
実
際
に
温
泉
を
流
す
３
本
の
湯
樋
が
並

ぶ
様
は
湯
畑
を
彷
彿
と
さ
せ
、
流
れ
落
ち

る
下
で
は
足
湯
も
楽
し
め
る
造
り
。

帰
り
道
の
渋
滞
緩
和
策
を
取
り
な
が

ら
、
観
光
客
を
迎
え
る
玄
関
口
と
し

て
の
役
割
も
担
う
施
設
。
約
１
０
０

台
が
停
め
ら
れ
る
無
料
駐
車
場
も
備

え
、
は
る
ば
る
訪
れ
る
観
光
客
に
、

ま
ず
は
草
津
の
湯
で
疲
れ
を
取
っ
て

も
ら
う
と
い
う
趣
向
だ
。

　さ
ら
に
こ
の
温
泉
門
か
ら
延
び
る

中
央
通
り
も
整
備
を
行
っ
て
い
く
。

こ
の
付
近
は
か
つ
て
軽
井
沢
と
の
間

に
走
っ
て
い
た
草
軽
電
気
鉄
道
の
草

津
温
泉
駅
が
あ
り
、
賑
わ
い
を
見
せ

て
い
た
と
こ
ろ
。
今
で
は
廃
線
と
な

り
人
通
り
は
減
少
し
た
が
、
中
心
地

で
あ
る
湯
畑
に
繋
が
る
道
と
し
て
活

性
化
を
図
る
。
７
ｍ
あ
る
道
路
の
幅

を
４
ｍ
に
狭
め
、
そ
の
分
両
脇
に
も

み
じ
の
木
を
植
え
た
遊
歩
道
を
整
備
。

石
畳
を
敷
き
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
黒

塀
を
取
り
入
れ
た
デ
ザ
イ
ン
に
な
る

予
定
で
あ
る
。

　温
泉
門
の
登
場
に
よ
り
、
観
光
エ

リ
ア
が
少
し
拡
大
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
常
に
未
完
で
、
こ
れ
か
ら
も
進

化
を
続
け
て
い
く
と
い
う
草
津
温
泉
。
こ

れ
ま
で
は
ハ
ー
ド
の
整
備
が
多
か
っ
た
が
、

色
々
な
取
り
組
み
も
含
め
て
こ
こ
ま
で
き

た
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、
行
き
当
た
り

ば
っ
た
り
に
、
造
っ
て
は
壊
し
、
の
繰
り

返
し
に
な
ら
な
い
、
１
０
０
年
先
に
も
通

用
す
る
付
加
価
値
の
高
い
町
に
仕
上
げ
て

い
く
こ
と
を
引
き
続
き
目
標
と
し
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
進
化
し
て
も
ま
だ
途
上
。
未
完

の
傑
作
な
が
ら
人
々
を
魅
了
す
る
様
は
、

さ
な
が
ら
“
温
泉
地
版
サ
グ
ラ
ダ
･
フ
ァ

ミ
リ
ア
”の
よ
う
だ
。

上／温泉門完成予定図。豊富な湯量を活かした贅沢な足湯で
最初のおもてなし。これまでは中心街から外れたと形容されるこ
とが多かったエリアが、近い将来、玄関口に変わっていく　右／
俯瞰図

温泉門近くにあるバスターミナルと隣接する庁舎もライトアップ
を開始。都心からの直通の交通機関として多くの利用がある高
速バス。東京発、新宿発のJR高速バスに加え、若年層を取り込
むために2017年からは渋谷発の東急バスも運行を開始、利用
状況は順調という

11 March  2022

道の駅草津
運動茶屋公園

草津中

バスターミナル

西の河原公園

草津温泉スキー場

草津町役場

中央通り（整備予定）

温泉門予定地（立体交差）

湯畑

草津町

湯路広場
292 292

292大型駐車場予定地

大滝乃湯

裏草津

関越道渋川伊香保IC←

草津  温泉街の周辺整備



ド
で
の
検
索
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
温
泉
と

い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
は
２
０
０
９
年
頃
に

は
す
で
に
草
津
に
負
け
て
い
た
こ
と
を
掴

ん
で
い
ま
し
た
」（
箱
根
Ｄ
Ｍ
Ｏ

　佐
藤

　

守
さ
ん
）。

　２
０
１
８
年
は
箱
根
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
設
立
さ

れ
た
年
だ
。

 

「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
ス
タ
ー
ト
す
る
時
に
、
こ
れ

か
ら
箱
根
が
目
指
す
方
向
に
つ
い
て
決
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
箱
根
は

十
七
湯
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
各
地
区
の
特

色
が
あ
り
、
客
層
や
シ
ー
ズ
ナ
リ
テ
ィ
が

異
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
合
意
形
成

を
取
る
こ
と
が
難
し
い
。
感
覚
値
で
議
論

を
し
て
い
る
と
ど
う
し
て
も
空
中
戦
に
な

っ
て
し
ま
い
先
に
進
ま
な
い
の
で
、
デ
ー

タ
を
活
用
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
」

（
箱
根
Ｄ
Ｍ
Ｏ
／
ホ
テ
ル
お
か
だ

　原 

洋

　

平
さ
ん
）。

　し
か
し
手
元
に
は
有
用
な
デ
ー
タ
が
な

か
っ
た
た
め
、
外
部
に
委
託
し
て
定
期

W
E
B
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。観
光
庁

や
県
が
出
し
て
い
る
デ
ー
タ
も
か
き
集
め
、

こ
れ
ま
で
は
入
込
客
数
し
か
わ
か
っ
て
い

な
か
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
観
光
収
入
が
ど

の
よ
う
な
人
か
ら
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
て

く
る
の
か
、
今
後
そ
れ
を
増
や
し
て
い
く

方
策
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

「
温
泉
と
い
う
テ
ー
マ
で
は
負
け
て
い
ま

す
が
、
箱
根
の
強
み
は
温
泉
、
食
、
自
然
、

美
術
館
な
ど
様
々
な
素
材
を
楽
し
め
る
旅

行
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
色
々

な
目
的
を
楽
し
む
人
ほ
ど
観
光
消
費
額
が

高
い
。
そ
こ
で
、
箱
根
の
観
光
素
材
を
事

前
に
周
知
す
る
こ
と
、
訪
れ
て
か
ら
は
周

遊
し
や
す
い
環
境
を
作
る
と
い
う
こ
と
を

箱
根
の
観
光
に
お
け
る
Ｋ
Ｐ
Ｉ
に
設
定
し
、

全
体
で
共
有
。
促
進
す
る
取
り
組
み
を
展

開
し
て
い
ま
す
」（
原
さ
ん
）。

観
光
客
の
旬
な
声
を
集
め
る

独
自
の
ア
ン
ケ
ー
ト
方
法

　マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
ベ
ー
ス
と
な
る
デ

ー
タ
を
収
集
す
る
た
め
に
、
箱
根
で
は
独

自
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
。
年
に
１
度
の
定

期
W
E
B
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
継
続
し
な

が
ら
も
、
実
際
に
訪
れ
る
観
光
客
の
旬
の

声
を
エ
リ
ア
内
の
53
カ
所
（
1
月
25
日
現

在
）
で
集
め
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
反
映
し

集
計
。
２
０
１
８
年
か
ら
開
始
し
、
直
近

箱
根
の
立
ち
位
置
を
知
る
こ
と
で

危
機
感
を
共
有

 

「
全
国
人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
15

年
間
堂
々
の
首
位
を
キ
ー
プ
し
続
け
た
箱

根
温
泉
。
今
回
は
初
の
２
位
と
な
っ
た
が
、

１
位
の
草
津
と
は
僅
差
。
依
然
高
い
支
持

を
受
け
て
い
る
温
泉
地
で
あ
る
こ
と
に
変

わ
り
は
な
い
。
そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
な
戦

略
で
、
根
強
い
人
気
を
保
つ
こ
と
が
で
き

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

 

「
こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
こ
こ
数
年
、
草

津
温
泉
に
肉
薄
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
２
０
１
８
年
に
G
o
o
g
l
e
ト
レ
ン

デ
ー
タ
を
活
用
し
、
エ
リ
ア
一
丸
で
ブ
ラ
ン
ド
力
を
向
上

す
べ
て
は
箱
根
の
た
め
に

全
国
人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
２
位

箱
根
温
泉
（
神
奈
川
県
）
　

箱根の絶景スポットの１つ、お馴染みの富士山と芦ノ湖

温泉のデパートとも言われる箱根（写
真は福住楼）
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の
１
年
間
で
は
約
４
０
０
０
人
分
の
デ
ー

タ
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
飲
食

店
、
道
の
駅
、
宿
泊
施
設
等
に
設
置
し
て

い
る
P
O
P
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ン
ケ

ー
ト
に
進
み
、
旅
行
目
的
、
訪
れ
た
施
設
、

宿
泊
施
設
、
観
光
消
費
額
（
施
設
使
用
料

･
宿
泊
費
･
交
通
費
）
等
に
つ
い
て
答
え

て
も
ら
う
と
い
う
も
の
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

向
け
に
は
内
容
が
少
し
異
な
る
も
の
を
用

意
。
い
ず
れ
も
回
答
を
終
え
る
ま
で
所
要

２
〜
３
分
程
度
。
１
０
０
カ
所
ま
で
設
置

場
所
を
増
や
し
、
よ
り
多
く
の
声
を
集
め

て
い
く
予
定
だ
。

　そ
し
て
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
「
箱

根
Ｄ
Ｍ
Ｏ
観
光
診
断
書
」
を
作
成
し
、
運

用
。
来
訪
者
の
居
住
都
道
府
県
別
の
利
用

額
や
、
宿
泊
と
日
帰
り
の
場
合
の
観
光
目

的
の
違
い
、
期
間
で
区
切
っ
て
の
旅
行
者

の
動
向
な
ど
、
ま
さ
に
生
の
細
か
な
情
報

を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

「
東
京
と
神
奈
川
か
ら
訪
れ
る
人
が
多
い

と
い
う
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
が
具
体
的
な
数
値
と
し
て
認
識
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
コ
ロ
ナ

禍
前
ま
で
は
東
京
か
ら
の
人
々
が
減
り
始

め
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
わ
か
っ
た
の
で

す
。
観
光
庁
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
旅
行
回

数
自
体
は
増
え
て
い
る
た
め
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
が
拡
大
し
た
こ
と
が
原
因
と
思
わ
れ
ま

す
。
そ
れ
を
跳
ね
返
す
施
策
も
Ｋ
Ｐ
Ｉ
に

置
い
て
い
ま
す
」（
原
さ
ん
）。

　こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
前
述
の
質
問
以

外
に
、
箱
根
に
対
す
る
不
満
点
に
つ
い
て

も
尋
ね
て
い
る
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
対
応

の
遅
れ
や
、
夜
営
業
の
店
舗
の
少
な
さ
等

も
あ
る
が
、
常
に
１
位
に
挙
が
る
の
が
エ

リ
ア
内
の
交
通
渋
滞
。
せ
っ
か
く
訪
れ
て

く
れ
た
人
が
目
的
地
を
ス
ム
ー
ズ
に
回
れ

れ
ば
満
足
度
が
上
が
る
が
、
交
通
渋
滞
は

そ
れ
を
阻
害
し
て
し
ま
う
。
解
消
す
る
た

め
に
、“
Ｄ
Ｘ
の
箱
根
”ら
し
い
斬
新
な
手

法
を
展
開
。
詳
細
は
次
頁
の
交
通
イ
ン
フ

ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
紹
介
し
よ
う
。

町
職
員
も
、
部
門
横
断
で
研
修
。

ま
ず
は
“
観
光
地
・
箱
根
”を
知
る

　昨
年
よ
り
、
観
光
地
･
箱
根
と
し
て
官

民
連
携
に
よ
る
９
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

ス
タ
ー
ト
。
各
エ
リ
ア
の
観
光
協
会
、
交

通
･
宿
泊
施
設
の
事
業
者
、
行
政
の
様
々

な
部
署
か
ら
も
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
ま

さ
に
全
山
一
丸
と
な
り
推
進
し
て
い
く
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
行
政
の

職
員
を
対
象
に
、
座
学
と
実
践
の
２
つ
か

ら
成
る
、
部
門
を
横
断
し
た
研
修
も
行
わ

れ
て
い
る
。

 

「
箱
根
は
観
光
で
成
り
立
っ
て
い
る
町
で

す
が
、
行
政
の
仕
事
は
観
光
課
を
除
き
、

ほ
と
ん
ど
が
対
住
民
と
な
り
、
観
光
地
で

あ
る
、
と
い
う
意
識
を
持
ち
に
く
い
と
い

う
点
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
箱
根
湯
本

駅
近
く
の
あ
じ
さ
い
橋
は
観
光
客
に
人
気

の
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
で
す
が
、
こ
の
赤
い
橋

の
塗
料
が
多
少
取
れ
て
錆
び
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
躯
体
に
問
題
が

な
け
れ
ば
使
用
上
支
障
が
な
い
と
考
え
る
。

し
か
し
、
観
光
地
と
い
う
面
か
ら
見
る
と
、

そ
の
ま
ま
放
置
す
る
こ
と
は
箱
根
の
ブ
ラ

ン
ド
力
や
評
価
を
落
と
す
こ
と
に
繋
が
っ

て
い
く
わ
け
で
す
」（
箱
根
町
観
光
課

　

多
田
直
人
さ
ん
）。

　そ
こ
で
意
識
改
革
の
た
め
に
、
中
堅
職

員
約
80
名
を
集
め
、
12
月
の
２
日
間
に
分

け
研
修
を
行
っ
た
。
当
日
は
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
を
必
携
帯
。
研
修
次
第
に
あ
る
Q
R

コ
ー
ド
か
ら
質
問
に
答
え
る
と
、
そ
の
場

で
集
計
さ
れ
た
回
答
が
モ
ニ
タ
ー
に
映
し

出
さ
れ
、
箱
根
に
つ
い
て
参
加
者
た
ち
が

ど
の
程
度
把
握
で
き
て
い
る
か
を
共
有
で

き
る
場
と
な
っ
た
。

　ま
た
、
行
政
と
し
て
箱
根
町
の
仕
事
を

し
て
い
て
も
、
実
際
に
居
住
し
て
い
る
人

は
３
割
程
度
。
仕
事
以
外
で
庁
舎
の
外
に

出
る
こ
と
も
少
な
い
た
め
、
箱
根
町
の
観

光
知
識
を
得
る
機
会
が
あ
ま
り
な
い
。
そ

こ
で
、
実
践
編
で
は
箱
根
の
観
光
を
自
分

た
ち
で
計
画
し
、
観
光
客
の
視
点
で
新
し

い
発
見
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に
。
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で
の
行
動
は

避
け
、
個
人
個
人
で
計
画
を
立
て
、
実
際

に
箱
根
の
町
へ
旅
に
出
る
。
店
舗
等
で
事

業
者
ら
の
声
を
聞
き
、
目
で
見
て
感
じ
た

こ
と
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る
。
観
光
客

目
線
で
の
意
見
は
、
ブ
ラ
ン
ド
力
ア
ッ
プ

の
た
め
に
大
い
に
役
立
つ
は
ず
だ
。
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交
通
イ
ン
フ
ラ 

　点
在
す
る
多
く
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ス

ム
ー
ズ
に
周
遊
で
き
る
よ
う
、
箱
根
の
交

通
情
報
を
一
元
化
し
、
D
M
O
の
H
P
や

観
光
施
設
内
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
で

混
雑
情
報
の
発
信
を
開
始
し
た
。
慢
性
的

に
渋
滞
が
起
き
る
箱
根
湯
本
〜
宮
ノ
下
の

国
道
１
号
線
の
バ
ス
･
自
家
用
車
で
の
所

要
時
間
や
、
大
涌
谷
駐
車
場
の
空
き
状
況

な
ど
を
表
示
。
こ
れ
に
伴
い
、
伊
豆
箱
根

鉄
道
グ
ル
ー
プ
が
自
社
の
運
行
情
報
を
、

小
田
急
箱
根
グ
ル
ー
プ
の
交
通
情
報
デ
ザ

イ
ン
に
統
一
。
事
業
者
同
士
の
壁
を
越
え

た
連
携
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
渋
滞
緩
和
策
と
し
て
昨
年
11
月

の
土
日
・
祝
日
に
「
大
涌
谷
パ
ー
ク
＆
ラ

イ
ド
」
を
実
施
。
混
雑
す
る
大
涌
谷
の
駐

車
場
で
は
な
く
、
早
雲
山
な
ど
に
無
料
で

車
を
停
め
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
を
使
っ
て
大

涌
谷
ま
で
行
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
試
み

だ
。
利
用
チ
ケ
ッ
ト
の
持
参
で
割
引
や
プ

レ
ゼ
ン
ト
な
ど
の
特
典
が
あ
る
。
そ
し
て

こ
の
周
知
の
た
め
に
道
路
上
に
設
置
さ
れ

て
い
る
電
光
掲
示
版
を
活
用
。
神
奈
川
県

の
小
田
原
土
木
事
務
所
、
横
浜
国
道
事
務

所
、
神
奈
川
県
警
察
に
掛
け
合
い
、
合
計

14
カ
所
の
電
光
掲
示
版
で
パ
ー
ク
＆
ラ
イ

ド
を
告
知
。
９
日
間
で
３
８
９
台
の
利
用

が
あ
っ
た
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム 

　箱
根
に
は
登
山
電
車
、
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
、

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
、
船
、
バ
ス
の
5
つ
の
乗
り

物
を
乗
り
継
い
で
、
エ
リ
ア
を
反
時
計
回

り
に
楽
し
め
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
と
呼

ば
れ
る
ル
ー
ト
が
あ
る
。
そ
の
他
の
ル
ー

ト
も
含
め
て
、
車
椅
子
で
も
行
け
る
よ
う

に
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る
。
途
中
の
弊

害
や
、
対
応
可
能
な
事
業
者
な
ど
を
確
認

し
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
を
実
現
し
て
い
く
。

ガ
イ
ド
戦
略
構
築 

　

　豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
箱
根
。

見
て
い
る
だ
け
で
も
雄
大
な
気
持
ち
に
な

れ
る
風
景
が
広
が
る
が
、
プ
ロ
の
ガ
イ
ド

が
導
く
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る

エ
リ
ア
の
魅
力
を
体
感
し
て
も
ら
え
る
機

会
に
な
る
。

　２
０
２
１
年
８
月
か
ら
２
０
２
２
年
２

月
に
か
け
て
「
箱
根
D
M
O
公
認

　ガ
イ

ド
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
催
。
全
20

回
、
延
べ
１
５
０
時
間
。
第
１
部
は
箱
根

の
自
然
･
歴
史
･
文
化
を
学
ぶ
「
魅
力
再

発
見
コ
ー
ス
」、
第
２
部
は
プ
ロ
の
ガ
イ

ド
を
対
象
と
し
た
「
観
光
プ
ロ
ガ
イ
ド
コ

ー
ス
」、
第
３
部
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け

に
英
語
力
が
必
須
の
「
英
語
A
T
（
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
）
ガ
イ
ド
コ
ー

ス
」
の
３
部
構
成
で
実
施
し
た
。
第
１
部

に
は
75
名
が
参
加
。
そ
の
う
ち
第
２
部
へ

は
25
名
が
、
さ
ら
に
第
3
部
へ
は
11
名
が

進
ん
だ
。
第
２
部
と
第
３
部
ま
で
を
受
講

す
る
と
箱
根
D
M
O
公
認
ガ
イ
ド
と
し
て

認
定
。
観
光
庁
の
地
域
通
訳
案
内
士
や
海

外
の
認
証
制
度
に
も
対
応
で
き
る
レ
ベ
ル

の
高
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

 

「
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
す
る
こ
と
を
見
据
え

て
こ
れ
か
ら
の
観
光
を
考
え
る
時
に
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
な
し
に
は
日
本
の
観
光
は
成

り
立
た
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
回
復
し
た
時
に
、

箱
根
に
戻
っ
て
き
て
も
ら
え
る
よ
う
に
国

際
レ
ベ
ル
で
の
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
海
外
の
観

光
客
は
1
カ
所
に
長
く
滞
在
し
、
温
泉
も

美
術
館
も
自
然
も
楽
し
む
。
そ
し
て
プ
ロ

の
ガ
イ
ド
を
雇
う
こ
と
に
慣
れ
て
い
る
。

ラ
イ
バ
ル
は
国
内
で
は
な
く
、
ス
イ
ス
の

ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
や
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
フ
と
想

定
し
て
い
ま
す
」（
箱
根
町
箱
根
観
光
協

会
／
や
ま
ぼ
う
し
代
表

　金
子 

森
さ
ん
）。

　箱
根
の
魅
力
を
十
分
に
伝
え
る
た
め
に

も
、
ガ
イ
ド
に
よ
っ
て
認
識
違
い
な
ど
が

な
い
よ
う
、
第
１
部
は
基
本
情
報
に
つ
い

て
足
並
み
を
揃
え
る
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー

ト
。
参
加
者
75
名
の
う
ち
、
半
分
以
上
を

旅
館
、
ホ
テ
ル
従
業
員
な
ど
の
地
域
の
人

が
占
め
た
と
い
う
。

上・下／観光プロガイドコース。「火災防災
と大涌谷」、「救急法」などの講座もある

箱
根
で
進
行
中
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
一
部
を
紹
介

14

通常は降水量や渋滞時の所要時間などが
表示される電光掲示版に渋滞回避策を案
内するという、画期的な取り組み

　ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
も
知
ら
れ
、
今

回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
ス
キ
ー
、
ス
ノ
ボ
、

樹
氷
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
が
多
く
見
ら
れ

た
蔵
王
温
泉
。
グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
も
強
化

す
る
た
め
の
様
々
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て

い
る
。

　I
タ
ー
ン
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
コ
ラ
ボ

し
て
観
光
庁
の
「
誘
客
多
角
化
等
の
た
め
の

魅
力
的
な
滞
在
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
」
実
証
事

業
に
参
加
。
壁
画
制
作
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

上
演
な
ど
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
ア
ー
ト

な
一
面
を
加
え
た
蔵
王
温
泉
の
楽
し
み
方
を

提
供
。
ま
た
昨
夏
に
は
提
灯
を
無
料
で
貸
し

出
し
、
映
し
出
さ
れ
る
灯
り
の
模
様
を
眺
め

な
が
ら
散
歩
し
た
り
、
蔵
王
温
泉
大
露
天
風

呂
の
営
業
時
間
を
延
長
し
カ
ン
テ
ラ
の
淡
い

光
の
中
で
星
空
も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
実
施
。
さ
ら
に
10
月
に
は
温
泉
街
･
高
湯

通
り
に
カ
フ
ェ
＆
バ
ル
C
h
o
t
t
o
が
オ

ー
プ
ン
。
こ
れ
は
町
づ
く
り
会
社
「
湯
50
」に

よ
る
取
り
組
み
だ
。

 

「
空
き
家
問
題
は
大
き
な
課
題
で
す
が
、
温

泉
街
を
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
予
想
以
上
に
多

く
、70
カ
所
ぐ
ら
い
が
廃
業
、取
り
壊
し
、空

き
家
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
湯
50
は
、
50
歳

以
下
の
町
の
若
手
事
業
者
が
２
０
１
９
年
に

設
立
。
50
年
後
ま
で
続
く
世
界
的
な
リ
ゾ
ー

ト
に
す
る
べ
く
動
き
出
し
、
2
年
か
け
て
1

店
舗
目
が
誕
生
し
ま
し
た
」（
山
形
市
観
光

戦
略
課

　青
木
哲
志
さ
ん
）。

　湯
50
が
不
動
産
を
購
入
し
、
カ
フ
ェ
な
ど

の
事
業
者
が
運
営
。２
店
舗
目
も
決
ま
り
、３

店
舗
目
へ
と
進
ん
で
い
る
と
い
う
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や

若
手
事
業
者
が
温
泉
街
を
活
性
化

全
国
人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
16
位

蔵
王
温
泉
（
山
形
県
）
　

　箱
根
と
熱
海
に
隣
接
す
る
湯
河
原
は
、

都
心
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
距
離
に
あ

り
な
が
ら
隠
れ
家
的
な
雰
囲
気
が
漂
う
温

泉
地
。
万
葉
集
に
も
詠
ま
れ
、
そ
の
歴
史

は
１
２
０
０
年
と
言
わ
れ
て
い
る
が
「
観

光
立
町
･
湯
河
原
」
の
実
現
に
向
け
さ
ら

な
る
魅
力
向
上
と
来
訪
促
進
の
た
め
、
特

に
20
代
、
30
代
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
観
光

施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　２
０
１
８
年
に
温
泉
街
の
湯
元
通
り
に

石
畳
を
敷
設
。
町
立
湯
河
原
美
術
館
に
地

元
の
豆
腐
店
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
テ
ラ

ス
付
き
カ
フ
ェ
と
、
町
に
縁
の
あ
る
画
家

の
制
作
風
景
を
見
学
で
き
る
「
見
え
る
ア

ト
リ
エ
」
を
オ
ー
プ
ン
。
さ
ら
に
町
の
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
的
存
在
で
あ
る
万
葉
公
園
を

１
年
か
け
て
整
備
し
、
昨
年
「
湯
河
原
惣

湯B
ook

s an
d

 R
etreat

」
が
誕
生
し

た
。「
玄
関
テ
ラ
ス
」に
は
、
観
光
案
内
所
、

カ
フ
ェ
、
無
料
の
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
。「
惣
湯
テ
ラ
ス
」は
料
金
に
食
事
と
フ

リ
ー
ド
リ
ン
ク
が
含
ま
れ
た
滞
在
型
の
日

帰
り
温
泉
施
設
で
、
利
用
は
中
学
生
以
上
。

館
内
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
、
最
大
５
時
間

ま
で
ゆ
っ
た
り
と
寛
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

 

「
既
存
の
お
客
様
が
湯
河
原
に
求
め
て
い

る
古
き
良
き
イ
メ
ー
ジ
を
壊
す
こ
と
な
く
、

若
い
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
、
気
軽

に
足
を
運
び
、
疲
れ
を
癒
や
せ
る
場
所
に

な
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
た
」（
湯
河
原
町

観
光
課
）。
万
葉
公
園
内
で
も
W
i
-F
i

が
使
え
、
思
い
思
い
に
過
ご
せ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

若
い
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

観
光
施
設
を
整
備

全
国
人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
35
位

湯
河
原
温
泉（
神
奈
川
県
）
　

カフェ＆バルChotto。開業資金集めにはクラウドフ
ァンディングを利用

まだある！ 注目の温泉地

左／蔵王温泉大露天風呂
は６月〜９月の間、曜日等
を限定し営業時間を延長

上／提灯からアートな模
様が映し出されることで、
自然と距離を取れる

上・右／玄関テラ
ス。カフェでドリ
ンクや軽食を購入
できる

惣湯テラス。食事なしの滞在も可能
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